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避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
の
中
で
、
特
に
中
筋

小
学
校
は
２
階
が
体
育
館

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
（
Ｈ
２
５
）

の
台
風
１
８
号
で
避
難
し

た
時
、
階
段
昇
降
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
近
く
に
洋

式
ト
イ
レ
が
な
く
不
便
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
議
会
で

も
取
り
上
げ
、
「
避
難
所

指
定
を
想
定
し
て
整
備
を

進
め
る
」
と
い
う
答
弁
を

う
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
学
校
の

ト
イ
レ
改
築
計
画
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
育

館
横
の
ト
イ
レ
改
修
は
計

画
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
周
辺
の
ト
イ
レ
調
査
を

実
施私

は
２
日
間
に
分
け
て
、

市
内
す
べ
て
の
学
校
体
育

館
と
ト
イ
レ
を
調
査
し
ま

し
た
。
（
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
校
長
先
生
は
じ
め

職
員
の
方
に
感
謝
い
た
し

ま
す
）

調
査
の
結
果
は

①
ト
イ
レ
が
併
設
さ
れ
て

い
る
体
育
館
は
少
な
い
。

②
ト
イ
レ
は
和
式
が
主
流

で
洋
式
ト
イ
レ
は
１
つ
程

度
。

③
狭
く
て
段
差
が
あ
り
、

車
い
す
で
は
利
用
で
き
な

い
。

④
新
築
さ
れ
た
上
林
小
・

中
学
校
体
育
館
は
ス
ロ
ー

プ
・
洋
式
ト
イ
レ
・
太
陽

光
発
電
・
蓄
電
機
能
が
あ

り
、
避
難
所
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
た
（
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
た
め
使
用
不

可
の
時
も
あ
る
）

で
し
た
。

【
質
問
】
文
部
科
学
省
も

「
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
基
本
」
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
障
が
い
が
あ

る
無
し
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
利
用
で
き
る
学
校
施
設

と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

ま
た
、
災
害
時
に
ト
イ
レ

利
用
を
控
え
る
と

２
次
災
害
も
起
こ

り
う
る
。
こ
れ
ら

避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
ど
う
考
え

る
か
。

【
答
弁
】
計
画
的

に
段
差
解
消
や
手

す
り
設
置
を
し
て

い
る
。
今
後
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に

努
め
た
い
。

災
害
時
に
水
分
を

控
え
る
こ
と
で
脱

水
や
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

ト
イ
レ
確
保
は
重
要
で
あ

る
。
避
難
所
機
能
の
観
点

か
ら
ト
イ
レ
の
整
備
を
進

め
た
い
。

一
般
避
難
所
内
に
も
福
祉

ス
ペ
ー
ス
が
必
要

【
質
問
】
体
育
館
な
ど
一

般
避
難
所
に
福
祉
避
難
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
。
ま
た
学

校
に
は
和
室
や
保
健
室
も

あ
る
の
で
環
境
を
考
慮
し

て
利
用
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
福
祉
避
難
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
間
仕
切
り

や
簡
易
型
女
性
更
衣
室
・

授
乳
室
の
設
置
な
ど
で
確

保
に
努
め
る
。
ま
た
個
別

の
部
屋
も
活
用
し
、
福
祉

避
難
所
の
よ
う
な
機
能
を

持
た
せ
た
い
。

来
年
２
０
１
８
年
（
Ｈ

３
０
）
は
、
団
塊
の
世
代

が
７
５
歳
に
な
る
２
０
２

５
年
を
見
据
え
て
、
医
療

計
画
と
介
護
保
険
計
画
が

同
時
に
改
定
さ
れ
る
。

（
医
療
・
介
護
に
、
国
の

お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
改
悪
さ
れ
る
）

そ
の
た
め
す
で
に
医
療
保

険
料
の
引
き
上
げ
や
介
護

保
険
外
し
な
ど
医
療
・
介

護
が
使
い
に
く
く
な
っ
て

い
る
。

国
は
、
入
院
を
減
ら
し

在
宅
医
療
へ
患
者
を
押
し

込
め
る
考
え
だ
が
、
今
後

の
高
齢
化
率
を
考
え
る
と

入
院
ベ
ッ
ト
は
今
よ
り
多

く
必
要
だ
。

【
質
問
】
今
後
の
病
床
数
、

在
宅
医
療
患
者
数
を
ど
の

よ
う
に
予
想
し
て
い
る
の

か
。

【
答
弁
】
２
０
２
５
年
の

中
丹
医
療
圏
の
病
床
数
は

現
状
を
確
保
。
在
宅
患
者

数
は
１
日
当
た
り
６
０
２

人
増
加
見
込
み
と
推
計
し

て
い
る
。

【
質
問
】
医
療
構
想
の
基

礎
と
な
る
デ
ー
タ
ー
は
２

０
１
３
年
（
Ｈ
２
５
）
で

あ
り
、
す
で
に
医
療
過
疎

の
状
況
を
基
に
出
し
て
お

り
脆
弱
だ
。
さ
ら
に
、
入

院
を
少
な
く
見
積
も
る
と

い
う
事
は
、
医
師
数
も
増

や
す
必
要
が
な
い
と
い
う

事
に
つ
な
が
る
。

国
の
方
向
を
是
正
す
る

こ
と
と
、
綾
部
市
の
対
策

が
必
要
だ
。

今
で
も
往
診
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
が
今
後
、
綾

部
市
内
の
在
宅
医
療
の
確

保
は
で
き
る
の
か
。

【
答
弁
】
国
の
方
向
は
在

宅
医
療
へ
の
移
行
だ
が
、

現
状
と
し
て
往
診
も
む
ず

か
し
く
、
将
来
的
に
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

医
療
・
介
護
・
予
防
等
、

連
携
し
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
提
供
し
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
の
充
実
策
を

避
難
所
と
し
て
の
学
校
機
能
を
求
め
る

す
べ
て
の
小
中
学
校
体
育
館
の
調
査
か
ら

防災用物資が体育館横に備蓄してある学校

簡易の女子更衣室
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心を狙う共謀罪
ターゲットはあなた！

【
質
問
】
介
護
の
知
識
を

持
つ
こ
と
は
、
家
族
に
対

し
て
も
、
ま
た
自
分
自
身

に
も
介
護
予
防
に
つ
な
が

る
。
長
野
県
栄
村
に
は

「
下
駄
ば
き
ヘ
ル
パ
ー

制
度
」
が
あ
り
、
住
民

の
パ
ワ
ー
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

「
市
民
ヘ
ル
パ
ー
講
座
」

を
各
地
で
開
催
し
、
多

く
の
市
民
の
方
が
学
習

で
き
れ
ば
、
町
全
体
が

介
護
予
防
・
福
祉
の
町

と
し
て
効
果
を
発
揮
す

る
の
で
は
な

い
か
。

【
答
弁
】
介

護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
は
大
切
だ
。

綾
部
市
に
「
ヘ
ル
パ
ー
講

座
」
の
取
り
組
み
は
な
い

が
、
「
生
活
介
護
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
な
ど
養
成
し

て
い
る
。
講
座
実
施
は
考

え
て
い
な
い
が
、
市
民
が

介
護
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
こ
と
は
重
要
だ
。

介
護
予
防
を
進
め
る
た
め
に

■ ここ２０年間の医師数の推移と偏在について質問。
【市の答弁は】厚生労働省の医師届け出数に基づき以下の内容。

【搗頭】
人口10万人当たり医療施設従事医師数（Ｈ26.12）を

医療圏ででみると （人）

＊全国平均 233.6人 京都府平均 307.9人（医師数は全国1位）
中丹医療圏（綾部・福知山・舞鶴）は全国平均よりも医師数は少なく、
京都・乙訓医療圏と比較して大きな開きがある。京都・乙訓で助かる
命が中丹では助からないという事があってはならない。
また、医師不足の原因は、国の政策で医師数を抑制（1982年～2007
年）してきたことや、医療の高度化・専門化で1人の患者の病気を複数
の医師が診るため、また高齢者の増加等も考えられます。
医師の養成と確保を求めました。

■ 除雪機の修理等、維持管理に対する補助制度の創設を質問。
【市の答弁は】
除雪機の補助は、50万円を限度

として補助対象経費の1/2以内で、

除雪能力が幅800mm以上の機械、

または農機具等に設置する除雪板

の購入費。（更新の場合は５年以

上経過）

申し訳ないが、機器の購入費であ

り、維持管理については認めてい

ない。今年の大雪で、地域の皆様

に市道の除雪等お世話になりお礼

申し上げる。

【搗頭】
除雪と草刈は各地で困難が生じ

ている。今後の施策を検討するこ

とを要望しました。

■ 市外に通学する高校生を対象に、市の通学補助制度を創設す
るべきと質問。
【市の答弁は】
京都府の制度として、所得制限により、１ヶ月の通学費が２万２千
円、または１万７千円を超えた場合に1／2の補助をする制度がある。
また、福知山市の定期乗車券補助金は、１ヶ月7200円を超え、かつ2万2100

円以下の金額で補助対象経費から7200円を引いた額の3／4が補助となって

いる。舞鶴市、宮津市は制度がない。

今後、近隣の状況をみながら研究したい。

【搗頭】
綾部市は、大学・専門学校・予備校生には鉄道利用の定期通学者補
助があるが、高校生にはない。舞鶴市は育英資金制度の中に高校生の
通学補助がある。
保護者負担軽減のため通学補助の検討を求めました。

＊
今
後
、
入
院
も
で

き
ず
、
往
診
し
て
く

れ
る
医
師
も
な
い
と

い
う
事
態
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配

し
ま
す
。
先
を
見
通

し
た
対
策
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平成５年 平成１０年 平成２０年 平成２６年

綾部市のみ 61人 ー ー 68人

中丹 410人 449人 429人 436人

丹後 165人 164人 161人 171人

南丹 158人 231人 241人 260人

京都・乙訓 5040人 5592人 6054人 6634人

中丹 丹後 南丹 京都・乙訓 山城北 山城南

217.9 168.6 175.8 386.3 179.0 130・8

２月、上林の実家の雪かき

安倍首相あてに「プライバシーと表現の自由が制限さ

れる」と、国連からも書簡が届いています。

写真は記事とは関係ありません


